
どんぐりは、天然のインクとして色を付けることができます。どんぐりのこ
の特徴を活かしてすてきなインクをつくって、鳥のはねや、木の棒、松
ぼっくりをつかって、思い思いに親子でお絵かきしてみませんか！

どんぐりであそうぼう シリーズ１

“どんぐりインク”のつくり方！

～作り方の流れ～
「どんぐりをたたきわる⇒お鍋でにる⇒鉄タワシを入れる⇒色が変わる！」
これだけです！では、順にやってみましょう！

②
砕いたどんぐりをだしパックなどに入れます。

③
お鍋にパックに入れたどんぐりを入れて、ひた
ひたくらいに水をいれて、５分〜１０分程度煮
ます。

⑤ビンや容器にうつして完成！小瓶に入れると
インクっぽく見えてgood。

＊④で鉄たわしを入れずに茶色のままと２色つ
くっても楽しい！

①
どんぐりは木槌などを使って荒く砕いておきま
す。丈夫なジッパーバッグなどに入れるとやり
やすいです。
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④
鉄たわしを入れて色が変わるまで煮る。色はす
ぐ変わるので、お好みの濃さになるまで煮詰め
る。

きょうと☆いきもの調査「どんぐりみわけ図鑑」もご覧ください。
検索🔎「きょうと生物多様性センター」
発行：京都府・きょうと生物多様性センター



どんぐりであそうぼう シリーズ１

“どんぐりインク”のつくり方！

★どんぐりインクのヒミツ★

どんぐりは、染め物の原料に使われているほど。
天然のインクとして色を付けることができます。

どんぐりからつくるインクのヒミツは、
どんぐりに含まれている「タンニン」によるものです。

これは分かりやすくいうと「渋み」の成分で、どんぐりの種類によって含まれる量
が違うそうです。その成分が多く含まれているのはクヌギとアベマキです。

どんぐりに含まれる渋み成分「タンニン」と「鉄」を
適切に混ぜ合わせると化学反応が起こり、インクができます。
どんぐりのこの特徴を活かしてすてきなインクをつくって、

親子でお絵かきしてみませんか！

🌙あまったインクは染物に🌞

あまったどんぐりインク、

捨ててしまうのはもったいない。

最後までつかいきるために、

布にしみこませて染めてみても

たのしいよ。

やわらかな薄茶色に染まります。

汚れが取れないハンカチを

どんぐりインクで染めても

おもしろい。

ドングリをたくさんひろったら、

ぜひチャレンジしてみましょう！

♦森でみつけるペンさがし♦

どんぐりからうまれたインクを
冷ましている間に、絵を書く
道具をさがしに出かけよう！
近くの森や公園、川原など・・

鳥のはね、木の枝、木の実、
枯れ葉、まつぼっくりなど、
いろんな道具を集めてみよう！

イキモノ_掲示板

きょうと☆いきもの調査「どんぐりみわけ図鑑」もご覧ください。
検索🔎「きょうと生物多様性センター」

発行：京都府・きょうと生物多様性センター
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